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議
勤
や
仕
事
、
買
い
物
客
の
利
用
す
手
川
口
翻
瑠
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
や
心
一
同
信
街
に
銑
滋
を
利

用
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
平
壇
市
ポ
ほ
、
お
の
す
と
自
駒
申
の
需
要
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
自
動
車
の
保
有

台
数
空
調
べ
て
み
る
と
、
五
年
前
田
昭
和
五
十
年
は
五
芳
九
千
七
十
一
八
百
(
内
小
型
乗
用
開
ニ
万
六
千
七
台
七

十
世
)
だ
っ
た
り
が
、
五
十
四
年
に
は
八
万
四
千
八
百
十
一
一
色
(
問
小
型
艶
関
車
一
一
芳
八
千
ハ
百
寸
四
台
)
と

な
り
、
一
世
帯
平
均
一
ニ
一
一
台
の
自
動
障
を
持
っ
て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
自
動
車
免
許
証
由
取
舟

者
も
忍
十
年
は
さ
万
四
千
人
だ
っ
た
の
が
、
五
十
問
問
伴
に
は
七
万
四
手
ハ
笛
四
十
八
人
と
一
一
一
人
に
一
人
の
割
合

で
所
持
し
て
い
る
乙
と
に
な
り
ま
す
。
と
れ
ら
の
人
た
ち
が
日
常
自
動
車
を
制
的
レ
て
い
る
わ
け
で
す
J

が
、
乙

れ
に
加
え
、
出
都
市
か
ら
も
多
く
の
車
が
流
入
す
る
た
め
、
出
1
山
市
街
地
や
そ
の
周
辺
部
匹
、
究
返
事
情
が
懇

化
し
、
延
々
と
単
の
列
を
見
る
C
と
は
品
8
5
h
L
〈
九
斗
く
な
っ
て
い
ま
す
。
乙
の
よ
う
な
交
通
事
情
か
会
最
近
大

き
な
諮
問
聞
に
な
っ
て
い
る
の
が
駐
車
場
開
扇
で
す
。
そ
ζ
古
、
昨
年
事
れ
か
ら
本
格
叩
削
に
駐
車
場
の
残
設
へ
取

り
綴
ん
で
き
た
都
市
竪
間
部
品
引
間
課
に
い
ろ
い
ろ
話
を
晶
聞
い
て
み
ι

詐
レ
た
。

人 人

t塁手普 65，986t金格
C56'F 2月 1日現在部l韮響調査調整〉

フ
ル
沼
山
駐
し
て
い
る
紅
谷
町
駐
車
場

m
R
一
日
(
水
〉
は
市
初
日
記
念
日
(
市
川
制
限
十

九
悶
何
年
)
の
た
め
市
役
所
は
休
庁
し
ま
す
。
ご

み

収

祭

も

休

み

な

の

で

、

当

5
の

ご

み

収

集

区

域
の
方
は
、
次
回
一
の
収
集
日
ま
で
山
山
さ
な
い
よ

う

お

願

い

し

ま

す

。

と

う

ぞ

ご

協

力

を

。

立ま翌 忙しい 19番
芸場5 119惑というと梢訪デと敢怠盟、今月は蝿近非常にE長出動回数の増えた救急車にスポットをあてて金田利子
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民

相
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室

お

ご

ご

内

線

二

九

三

O
人
権
法
樺
相
談
す
一
月
η
臼
〈
冬
、
4
月
7
自
〈
火
)

〈
〉
行
政
苦
情
栂
臨
戸
日
時
i
r四時

。
一
組
法
樟
相
談

4
月
2
白
(
木
)
、

4
斥
H
日
(
火
〉

予
約
制
(
篭
返
で
も
司
)
、
日
時
1
日
時

。
宅
地
建
物
相
絞

3
月
剖
呂
(
火
〉
お
時

I
諸
説
附

予
約
制
(
唱
諾
で
も
脅
〉

む
登
箆
梢
閉
鎖

4
舟
訪
日
(
金
)
、
日
時
j
M山出向

。
性
宅
栂
談

3
角
幻
自
(
火
)
、
児
時
1
花
時

。
下
謂
取
引
制
窃
あ
っ
せ
ん
拐
日
間

3
月
間
四
日
ハ
金
)
臼
時
部
分

ー
同
時

(
4
Rか
ら
金
曜
日
〉

。
建
部
年
金
田
相
談

4
月
9
自
(
木
)
9時
加
分
i
v均時

。
一
般
市
民
相
談
毎
適
月
京
木
金
蝿
灯
、

9
時
I
M時

。
消
費
急
議
開
設
待
問
堀
水
曜
日
、
叩
時
1
花
時

(
4月
か
ら

金
関
百
〉

〈
リ
時
明
者
渠
特
斜
計
相
談

4
月
6
自
(
月
)
ぬ
時
i
m時

近
所
と
仲
ょ
く
し
、

理
大
切
」
と
心
構
え
喜
し
た
。

パ
乙
白
地
に
も
、
「
輔
護
食
坦

述
替
え
は
苫
吉
つ
な
っ
て
い
る
む
か
」

引
就
学
児
選
に
も
防
附
匹
敵
腎
を
」
「
マ

y

心
ハ
シ
ヨ
ン
の
ガ
ス
の
一
括
せ
ん
を
管
理
γ
八で

識
も
と
め
ら
れ
る
よ
っ
に
し
て
ほ
し
い
」

叩
な
ど
活
発
な
意
見
が
租
次
い
だ
。

問
鈷
災
を
テ
!
?

陪

に

勉

強

会

を

市
民
の
つ
ど
い
港
地
区

港
地
町
民
は
、

車

問

少

年

課

お

i
一

一

一

一

内

線

五

六

0

0
青
少
年
相
談
毎
日
す
時
i
時
時
日
出
合

た
だ
ru、
土
曜
臼
は
日
時
ま
で

一
鴻
社
会
抽
出
お

i
一一一一一一一一一ニ

。
心
配
ご
と
槍
韻
毎
週
月
曜
日
(
覇
五
を
除
く
)
犯
時
5
お
時

。
脅
す
梱
畿
毎
遇
月

i
金
曜
百
9
時
i
お
時
初
分

。
一
寂
際
児
滋
相
談
毎
週
月
《
金
醐
臼
9
時
i
M将

。
高
齢
者
聴
講
相
談
品
百
9
時
鉛
分
1
日
時

土
閣
官
は
ロ
除
ま
で

泉
市
合
同
開
相
談

3
月
幻
日
〈
金
〉

日
時
i
四
時

半
塩
駅
北
H
H
交
番
前
パ
ス
田
中
で
相
誠
治
γ
受
け
る
，

地鍵についてのアンケート結果

。大地緩について家躍で話し合ったことは

あると答えた人 民苗90.6骨潜93.9%
ないと答えた人 出器 9.4骨潜 6.1冊
。話し合いの内容について

避難場所と万世、 京茜89.6骨港73.9骨
グくの蛤来 臨蓋97.9骨滋93.5骨
持ち出すもの 崇醤75.0舟港54.3骨
宜糧と敵斜水 器萄68.8骨滋56.5持
家族との連絡 崇茜56.3骨潜39.1冊
。市から災富樫!日の協力在世輯されたら

積極的に協力する 崇醤81.1% 港87.8舟
みんなが協力したら誤韻11.3骨潜10.2帯
わ7がらない 誤葡 5.7骨潜 2.0帯
。大地購!こ構えて持政に向後望むか

必〈斜京~貴樹白樫保崇茜88.7骨港81.6持
救急、教助体制jを 掛葡75.5骨港49.0骨
情報の迷路悼制を 撰韻66.0骨港73.5骨
災害時四心得等を 誤醤13.2舟滋28.6骨
避難罰棋の実施 器醤 7.5骨潜14.3舟
避難場所や道路臨欄訣歯20.8帯洛28.6舟
。避難用物提としてf司を用意しているか
揖帯ラジオ 器器86.8骨潜77.6舟
かい中笥灯 崇茜94.3骨滋95，9骨
ロ}ジク 撰醤75.5弗潜59.2舟
童福 崇葡69.8舟潜46々9舟
散料武 器器47.2骨潜34.7%
敢急医覇品 畏茜79.2骨洛49.0骨
貴重品 撰醤60.4舟潜49.0骨



いま平塚市iこは、 153ウラブ9，000人の仲間

が自主的な学習活動、レクリヱーションを行

ったり、福祉活動をすすめている。

あなたも老人ウラブに加入しよう。

。老人クラブの活動在学習、教育活動

⑦健康j曽進活動 ①レク!)ェ」ショジ

a:地域社金との交流活動.

。入金白方法印歳以上むかたならどなたでも入金で

きるので、お近fの老人クラブの晶長さんに申し込
んでいただきたい@詳しいζ とは、福祉課老人千畠投

開〈官民23-1111円融 220)へ。

高話時職員の募集

。聴 礎臨時審議捕

ー捜 絡む護婦、 Iltむ;刊日

・仕事内容予防接r!H業務腎
・費 金月額10万円恕江主

申し込み 3月初日までに綬

置室内と免許:ilEの写しを職自認へ

川!lIIHlIHI地震訪災/私たちは何をすべきか1Ui!11川川

。と き 3月288(二七〕午後1時~
く〉ところ 花水公民館
内対艶才E 木地箆

4月25自大聖子公民主官で市民白つどいを関〈
ので提言者白募集をしているe 特聾される方

は、 4fll0Bまでに「干254平域市浅間前 9
-1広報諜市民のつどい開jへ申し込みを。

なお、住所、民名、年齢、要旨由記入をお忘れ

な〈。

a提言大地震建の経験談または自主筋災の鰻重

対象大野東部地区



〈
わ
一
ー
し
〈
は
保
晩
年
金
箱
関
与
金
持

〔
電
語
お
!
一
一
一
一
円
綿
ニ
五
一
)

昭
和
五
土
〈
年
置
も
次
の
と
お
り
』
へ
お
た
ず
ね
念
。

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

日程

戸二11'司王手~14 ' 30 
juj8日lg七免公民館 j南原公開宮
ク 9tJI岡崎公民館 |ふじみ野現金所

タ 10日|翁賀公民賠 !須賀公民館

v 11日 IWl石町公関 i一一
ク 13日 i方自公民館西陣TI公所自治会館
v 14日 l上世公民館 i苔沢公民銀
y 15円 i金包公民館 i中央盟臨北金自童館
1/ 16臼|大神寄木神社 i豊田公民銀
タ 1713I金証1公民館 i金田公民館
タ 18臼|松原公民館 i一一一
タシ 20臼 1m村八坂神社 i東中原公民館
タ 21日|構内公民館 |損内公民館

y 228 諏訪町会館 i臨時地区町会舘
ρ23臼|平密謀健所 i平器保健所
タシ 24日 i花水公民館 !花水公民貧富

1/ 25日 i四之宮北向観音堂[一一一
タ 27臼|車町月先町公趨 l四十顕JI以濁

タ 288I大野公民館 !大野公民露

ク 30[1I旭公民盟 !活公民館

月 1日 1八幡公民館 |八蝿公民館

ク 2EJ iなでしζ会館 | 

ク 6日 j徳延神社 l棋島公民館
ク 7日!中原公民館 j中原公民官

<-- 9日 i早捜部{!l!}宥

く〉ところ 子新総センう

由ゲスト 松山恵子仁東芝レコードコ

。出場競措市内iこ在住、在勤の勤労者〈翠銭
自主主婦も含む〉

く〉申し込み 出場者は予選通過者とさ当日会場で

むとv.λ !J出場者とする。
母ヌ広大金!こむけての予選議の申し込みは

。とき 4
す掃徐主義のごみと焼却灰はそのままポリハケ

ア等に入れずにf患のごみと混合するかまたは

小さめの袋詰めにしてください。

す燃えるごみのやに~きヵ γ、~きピYが沼

立ちます。一緒にしないようど協力ください。

盤諮 31-5249 
裁誕 21-7140
護軍話 32-3355 

地区労プロック

地区間塁塁 タ

e上主以外の人

出鵠掃手数軒(1::み・しEわの摺格
納Wlは 3月31日です。お忘れな〈勿

援さ当 環草護衛生襲務事懇



と

毎
年
各
地
区
で
儲
か
れ
る
「
公
民

館
ま
つ

p
」
は
、
公
民
館
を
利
用
し

て
い
る
グ
ル
ー
プ
や
務
動
し
て
い
る

問
悼
の
方
々
の
学
習
成
泉
主
発
表
し

公
民
態
語
喜
苧
ん
に
知
っ
て
い

た
だ
〈
も
の
。

今
原
も
各
ハ
ム
民
館
…
で
は
、
二
月
か

金
一
一
月
に
か
け
て
、
欝
議
や
ま
羽
田
な

ど
の
作
品
の
尽
郡
、
写
商
学
校
や
青

年
八
百
の
事
諜
発
表
、
民
附
ヤ
詩
時
・

劇
な
ど
の
芸
蝿
大
金
等
、
機
々
な
催

L
M
V行
わ
れ
た
。

現
在
市
内
に
は
十
九
館
の
公
開
館

が
あ
り
、
一
一
十
館
自
に
な
品
泡
主
宮

公
民
館
白
完
成
も
間
近
い
。
ま
た
、

市
民
喜
え
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
持

中
央
公
民
館
も
、
来
写
超
え
る
市
制

五
十
園
周
年
の
記
A

骨
密
議
と
し
て
建
沼
田

中
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と
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4

1

ち
づ
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bに
公
民
館
を
大
い
に
詞
用

し
て
い
た
だ
重
た
い
。

Eなでしこ地区1

4月2日仁木〉 沼ケ原自治虫、黒部丘第1
親陵会

4R3日〈金〉 撫子原自治会

4月 4日仁七〉 虹ケ前田部自治会

4月 6日 (R)~7 臼〈火コ 花水台自治会

4月 8日(木〉 黒部丘西部自治会

E花北地E互]

4月 9日〈木 r富平自治会
4 }ill日(土〉 熊部丘東部自治色

4月13日く月〉 東工ケ揖東部自世会

4月14日〈ゾく〉 開域ケ丘自治会

4月日〈ホ)~16日 Cキミ〉 松鹿市I自治会

め
に
積
み
立
て
を
。

群
し
い
と
と
は
、
品
川
寄
り
の
郵
便
局

へ
お
た
ず
ね
を
。

設でもElE討に参加できるので

ご家族おそろいで参加を/

雨天中止

く〉集合草寺賂 午約百待30分

。集会場所 見的合体務室官級

。コ…ス見習す岳部曹館高架神社八龍山一

湘開平(解散〉

鐙主語韓習課懇話 31-30番。

きヰ月12滋〈

第4

認でも思由に完封持できる e 種目はパス

ケット、パレ一、 F受f'ミントン、卓球。

バf'ミントY、卓球のうケット、シ~トノレ、

ポーノレは各自持暑とする。

Jl13臼(月)午後i将~号待

ヰ月27白(丹〉グ
なお、運動〈和つ E上ば書〉と瞳霊訪のでき

る限装で老参加するζ と@

担当体育棟建監査31-3日60

一一第2



Z髭輯ひら9 議再 調主噛郵便物諮問 (6) 

!?iriS25ijijjEiRfmtz合主jjFijifizg
諸島iijij持|持率縄鎖骨量室長守
臨時審議翼|鱒鱒麟鞠 iiiii!?iii
zjjFijiijjjj!?鱒騨麟離宮jigliizii
!?品 ;;fii!?同揮塑塑轡開整能!?許搾
143jjHjTfl;itiljiijji;;;!!j!jjizzj;i 
jj jjjまい jiil!?iEiiij〉;iii!jjs;iiEfz
ipiliiiF22持富伊藤臨時iFFHpi
4121 UHiijj丹市!?jili;!jf!iiii!;

…Z21出古古山 占のレし峠一一一ーユー討の

士長男語富山主計七提言語iHi九
詰詰iij;;;巧Fiji!?輯:;署

生活関連物資価絡調査

モニタ-30人による 2月四平均価格

議尽 i親描 l小売l吉 iスーパ一

合成洗剤 I1. 66k9入 I786fIl I 793同
砂掴|上自 1埼 I290円 I279河
サラダ溜 I 7009 I 298F弓 I329同
小麦掛 I 1 国 1 187河 1 182内
しょうゆ 11 i入 I270円 1 260内

トイレのいい柵 I182JTl I 183月
巻取紙 l 八 1 .~~，. I 

Eま肉 i鰐 100UI 164円 I167内
鶏 卵 I10個入 1 291円 1 289円
ブロパY 110m' 14， 892円 i
灯油 118 i配達 11，449月 I

一一一一一一ι-町一ーー一--'
洗剤の宣知識 衣料用粉石けんは、混度-j)J高
いほど汚れはよく落ちるが、 20'Cもあれば
十分aお湯を使わないときは、洗たく描を回
しながら少しずつ粉石けんを入れる。

女還を見る会木星とこl:J霊
木星と土主童を観察する.

・日時 4月118(土〉午後6時-8時

・申し;z，み 4月 18までに往復はがきで博
物賠へ。

.~日 30入、若手いときは拙せんで決定.

会自然観察会干潟の，度り為

・臼時 4月26臼〈臼〉官官天中止9時-16時
・場所相模11前1口
'申し込み 4月10臼までに往復はがきで博
物館へ。多い場合は鈎せんで40人。

す古文審議読会会員募集

近住地方文留を読む金， 5月から来年3月
まで一年間を遺して、読み方を勉強する。

・募集人員先着30人 C高校生以上一般〉
恥時間信月第七第3土曜日午債2時-4

時まで。

・場所博物館講堂

・応算方法往復はがきに住所、民名、年齢

職業を記入由うえ博物鍔へ@

・応算期間 3月16日から4月15日まで@

会デッサン教室会員募集

来年3J'lまでの市民のアト旦エデY:!ナY控
室の会闘を算策している.

・日時毎月第2木金曜臼午前9時から午後
4時まで。
・対富良一波成人〈初心者大歓迎〉

・定只 40人 食事時驚かみし{まい

3計暴露?

;;ji ii 
国 I~~

3tE15 
み入が

車カ購入 Y
、メ摺れグ

員宅五 yJI 
すセスッ

章?トミ、
台ラシダ

す λ芸どZ
l、書タツ
ツド

霊冨陪ゐ

園内容 綴物措牢の基礎

・申し込み 3 J'l31日までに往復はがきで博
物館へ。事い場合は描せんe

1階の子ども獲には現在約570綴のかみし
ばいがあD、子ども逮にとても人気がある。

一鳴止の図書と間巴ように貸し出しをしている

や研タ々 曜J

今月

54、55年度に登損された方は、住所を耀認
したうえで56の印をうち、そのまま同じ利用
券でむ利用を。

会開館時間

・貸出築、番考窪、学習主主 91時-16時50分
aζども主主 グく-:l細目 13時-16B寺50分

日B種目 9弘子-160寺5日夕す
食休館白亜i串月咽尽毎月月末祝日・ 3
月21日〈土コ、市制記念日 4月 1B (京〉
なお休館日かひとめでわかる「図書館カレ

ンダーJが用意してある白でむ利用をa

会関審館 干2出謹関町12-41霊童話31 加15

会10周年記念春風によせて一
女柔道教室交猷試合

日むろのけい古由成果を発喪ずる旬 56年度
柔剣道教室主受講希E自由方は、ぜひe覧を。
*パネルとイラストでつづる会館今昔物語

器提留まつPなど楽しい催しがいっぱい用意
してある。

・とき 3月29日〈臼〉午前日時~午後4時
・入場自由家族モろっておでかけを.

1<少年の柔剣道教~

初心者のため由柔剣道の基礎から試合ので

きるまで。

・とき 4月から来年3月まで。午後4時~
5時
・柔剣道ともノJ中学生30人〈ただし、 IJ¥E学3
年生以上〉

・申し込み直接青少年金銀へ。定員になり

しだい締め切る。

食休賠臼 毎週月摺日 3J'l21日〈こと〉
食胃す年金輯霞務32-7029



φ受付待問
午後1時30分から3時まで.ただし次の
封印会場は午後2時から 3時まで

出金沼公民館 出掛島公民館

*豊田公民館 民中央農協土沢支所

民岡崎公民鍔

予紡接竜童潤熊一覧表

~ 

億人通知はいたしません。みやすいところへおはりください

φ予!坊接種に必要なもの
<1J母子鍵鹿苧曜(転入した人は!日住所で使

用していた母子健康手械をお持ちくださ

い。〉

哩問診察仁ζの緊は必ず室主で記入して部滋

世間日定してきで〈ださい。〉

ポリホ
B C G 
1:1: L f;、
(麻しん)

三償援合、担本脳炎
インフルエンザ

附倒受けた予防機微!被権問鰐 i今回受ける子紡後段i策略1111Ri!1今後受ける予防機傾

1週間たっていない人e

qはしか、 BCG、種痘、小児マヒ生ヲクチ
Yは、 17)'月の閣時晴をおρて〈ださい。
③その他、有熱患者、けいれん性品質など医

院に止められている入。

いちかわなつみ

子宮}I!夏美ちゃん
古平理市黒部丘12-39 富士ぜロ 2 
ツクス海老名ヱ墳にお勤時由市111
和之古ん (24揖〉と南子さん (25
揖〉の喪主。現在7か月で品重量8
kg、身長65冊、 55年 8月11白主主ま

オt.
お母さんは、妊綴4か月で寄績
になり、 8か月で妊娠中語症にな
ったという。大変苦しんだそうだ。

でも夏美ちゃんカぜひとつひかな

い強い子で、あいきょうもよく人

気も由。日躍日は、おばあちゃん

自家へ行くのが揮しみとか。

-<'活空rふ台、 《応夢事》宮製はがきに住所・父母由民名・罪ちゃんの
〈券築〉名まえと生年月日・親む年齢・電話番号・父親白職業
を書いてお出しください。対語は 1 年来満の諦ちゃんです。 té~罪された
はがきは、毎月20日 αD白消印まで〉に楠切り、翌月白広報紙に掲載し
ます。掲載した蔀ちゃんには、記意写真と掲揖広報紙10部を差しあげま
す. <今月の応募者は30人でした〉
瞳あて先・干254酷間的 9番 1号・甲塩聞広報課赤ちゃん募集時E

間
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3白 神田公民館、間金田公民館、
同掛島公民館

4日保健セYター

31日 中原公E設富、金包公民館

民間崎公民館

[10月1

18 神田公民館、間金自公民館、
X臨白怯~j担

2日 時{鵠センター
毎月実施している@受けやすい会

拐で受けていただきたい。

盟第 1期 3痘j受ける。
・3ネ.J:i夜 2歳 (24か月〉から4揖〈
48か月〉まで白幼児。なお、接種世間
協は 2@]3臣]とも 3週間iJ'G8週間
覇第2期 1@]受ける.
-対象第 11!IJO3団自が終わって
から満1年以上経過し 1日 6iJ'月以
内の期間に受ける a なお、第 11切を
早めに受けて、罪2別もなるべく 4

歳までに終了するようにしていただ

きたい.

t 3月1
25白 中限公民館、出岡崎公民館、
金自公民館

268 神田公民館、出城島公民館、
出金田公民館

27臼 ffilillセンター、健保会館
[4月]
22臼 福祉会館、健探金館

加公民館

23日 大野公民館、横内団地集会場
出思口]公民館

24日探惚センター
》夜中央農協土沢支揖

[5月]
20日 福祉会費官、健保全館
旭公民館

21B 大野公民館、横内回地主高生湯
同盟国公民館

22日保健センター
同中央農協土沢支所

[ 6月]
羽田 福祉会館、鑓探畠館

旭公民主官

25日 大野公民館、構内団地県会場
国豊田公民館

268 保惚センター
》夜中央授協土沢支所

[7月】
29臼 中原公民館、金自公民館、
民岡崎公民館

30臼 神田公民館、民金田公民館、
荒城自公民館

31日保健セYタ-
[9月1
2日 中原公民館、金自公民館、

覇ヌす損 接相当日にj時3か月を経過

して、 18か月末満田乳幼児。(稿18
iJ'月に達しないうちに 2呂田線用者
すまぜる。〉鍵躍上の理出で受けら

れなかった人は、満4親に主主しない
うちなら受けられる。

5月 6日 福祉会館、健保全館

'" 7日旭公民摺
出中央農協土沢支所

'" 8臼大野公民館
棋問団地集会場

南豊田公民館

9 13臼 中原公民館
出岡崎公民委官

金自公民館

タ 14白 神田公民主宮
民金田公民露

間城島公民館

1--15日保健セYター
〈次回は10月の予定で-:r.) 

瞳対韓・初白接種当日に構3輯を

経過して6措に達ナるまでの幼児

cl週間の関捕で2回空ける。コ
追加巴咋庁♂耳包接種を完了した拍

)，13 (1 @J) 
[1問自1
5月27日 福祉会館、健保全館
。28日大野公民館

京豊田公民館

横円七湿地需品揖

9 29B 旭公民館
国中央農協土沢支所

6月10日 中原公民錯
京岡崎公民館

タ 11自 金思公民館

出金田公民館

6月12日 神田公民館
出掛自公民館

9 23臼保健セYタ}、
tH主窃1
6月3日 福祉会館、鍵保全館
ク 4日 大野公民館

京豊田公民館

横内団地震会場

ク 5日 旭公民館
束中央農協土沢支所

?' 17臼 中原公民館
出岡崎公民館

1-' 18日 金回公民館
民金田公民館

-;-19白 神田公民館
出棋島公民主官

タ 30日 保控室セYター

富豪封書提・構2iJ'月を経過して4識に
達するまで四乳劫児でBCG接種
空 1@1も受けていないお子さんe

盟ツベルクツン接種

9月 8日 中原公民館、金自公民館

民間崎公民館

'" 9日 神田公民館
X城島公民宜自

民金田公民館

ク 16日保健センター
瀦判定日 (BCG接獲〉
9月10日 中原公民館、金自公民館

民間崎公民館

-9 11日神田公民館

民揖島公民熔

出金田公民館

ク 18B 保健センター
cf出泊地区は来年 3月の予定。〉

麹対襲接壇当日に縞12か月を経過
して72か月来構白幼児。生按18か月
からおか月の間に受けるのが一番よ

い。

豊富揮種方法 開業底・病続で年間〈

7・8月を除<)を通じて接種でき

る。接種白は底部とむ相談を。原則

こ
の
採
が

露
関
附
よ
H
N
N

毎月第七第3土曜問

販売品窓政肉、ハム全品

割引平常h'i蹟小指価格の

1009につ君2む内安。

〈ただし、一部特鍛品を除o

問い合わせは市街所地境づくり課

仁電話23-1111円融264)

として主治医で受ける。

輯料金無料

閤持事習でるもの 母子健康幸司昼、保

険証

関金場保健セyタ}

覇空付時間午棲1時から2時
盟持撃するもの 母子宮室鹿手帳、軍

記用具、母子鍵麗苧幌目印可

3月17日 54年 9 月 21 日 ~30 臼生

4月 7日 54年10月 1 日 ~IO臼生

ク 14日 54年10月 11 臼 ~20日生

タ 21B 54勾'10月21 日 ~31 臼金三

5月12日 54年11月 1 日 ~10日生

9 19臼 54年11 Jl 11 日 ~20 日生

9' 268 54年11月21 臼 ~30日生

6月2日 54年12月 1 日 ~10日生

'" 9臼 54年12月 11 日 ~20日空ミ

ク 16 臼 54年12 Jl 2l 日 ~31B生

7月14臼 55年 lFJ1 B~10日生
ク 21日 55年 1 月 11 日 ~20日生

ク 28日 55埠 1月21日~幻自主三
8月4日 55年 2 月 1 臼 ~15日生

9' 25 日 55年 2 月 16 日 ~298生

9月 18 55年 3月 1 日 ~108 主主

9' 8 B 55年 3 月 11 日 ~208 !t

?' 22日 55年 3 月218~羽田主主

慰金場時鑓センター

閣受N1時間午控 1 時~2時
関持事ずるもの 賠守穂高苧帳、盤

記用再

4月16呂田年10月 1
5月148 54年11月 1
6Jl11臼 54年12月 1 日 ~318主主

7月16日 55年 1月 18-31自主主
8月初日 55母 2 月 1 臼 ~29日主主

9月178 55牢 3 月 1 臼 ~31日生

郷土平塚の風景、行事、施設等で

観光宣伝に適切な作品を募集する

。締め切明 5月20告げ0

。曲し込み平塩市観光協会事務局

〈干 254平揮市浅間町 9-1)または市内カメラ

酉組合加盟百へ申し込みいただきたい。

。サイズカラーキャピホ以上4Y切まで、カラ}

スライ F 35~v 

主健 平塚市観光協金〈雲童話23-1111閥工課内〉

小学校入学前61i'Jlわジブテl)アは、混在
中止されています。

痘そう〈縮峰おは、混在中止されています

予防接種に傍ずるお問い合わせは午前中に@

市健康課 怨話 (23)1111内組 259
揮鍵センター 電話 (34)0311 

3月19日 大野公民館
1-" 26日 神田公民主官
4月 78 土包公民館

4月から乳幼児控室診の会場が開健

セYターに変わります。
調会場探健 jzンター

臨時間 企千世 1 時~2時

輯持事ずるもの 母子{埋鹿芋版

(3か月児}
4月 1臼 55年12月 1 日 ~10自主主

ク 88 5手芋12月 11 日 ~20 日生

ク 22日 55配 12月218-31日生

[3歳児]

初めて妊服された方を対恕に母親

教援を関〈。早めにお受けを回母子

健康苧憾と軍記F目黒を持罫.
盟企場開鍛センター

置時間午睦l時半iJ'ら4[時
瞳日程

4月 6日、 13日、 20日、 27臼
5月 1日、 11日、 18日、 25日
6月 1日、 8臼、 15日、 22臼
7Jl 6日、 13目、 20目、 27日
8月 3臼、 1日目、 17日、 24臼
9月 7目、 14目、 218、2呂田
豊富申し込み電話かはがきで揮鍵

センター〈燈話34-0311、中王室34番
17号〉へ.

重盟会場保健セYター
鐙思議 4月108、17日
妊娠5"""'71))月の方午前9時30分

-11時30分

妊綴 81i'月以上田方午控1時30分
~4時

関妊娠81i'月以上田万で、安箆教室
を初めて受げられる方は、午前中か

ら受けていただきたいe

覇持番参するもの 母子健康手吻皇、ス

ラフクス
瀦申し込み婚話カ坊主がきで保隠セ

Yター〈電話34-0311、中里34審 17
号)-"""0



罰
則
制
限
れ
れ
れ

一
初
級
簿
記
議
旗
開
く
一

平
器
商
γ姦
議
所
・
中
小
企
薬
相

談
所
で
、
初
級
制
博
記
講
座
を
蕗
〈
匂

マ
期
日

4
舟
2
日
か
ら
二
十
志
白

筒マ
時
間
同
午
捜
8
時
か
ら
8
時
ま
で

マ
湯
所
平
揖
総
て
会
議
所
持
一
一
品

議
室
マ
ム
出
費
〕
人
一
万
六
千
向

マ
申
し
込
み
平
壇
幡
工
会
議
所
総

務
課
〈
電
話
辺
一
一
五
一

O
)
へ
a

た
が
レ
二
ハ
十
人
ま
で
。

し
よ
ろ
か
、
犬
四
ふ
ん
を
道
路
上
平

家
の
へ
い
際
、
ハ
ム
闘
な
ど
に
そ
の
ま

ま
放
濯
し
語
っ
て
主
小
、
非
常

に
京
衛
生
空
す
。

先
日
、
犬
舎
連
石
川
て
一
散
揖
し
で
い

る
お
ば
島
幸
ん
に
出
合
い
i

ましゃい。

お
ば
あ
宰
ん
は
、
犬
が
ふ
ん
続
子
J

る

と
、
持
っ
て
い
や
袋
か
ら
ち
D
取
D

と
ほ
三
主
宰
取
幻
出
し
、
苦
れ
い
に

取
っ
て
い
き
ま
ト
ど
た
。

、
訟
は
、

理
転
免
的
証
取
得
前
に
、
安
全
巡
転

に
対
し
て
の
異
技
指
潟
伊
予
る
。

マ
資
格
原
村
免
許
菱
験
者

マ
費
用
車
両
一
品
掲
市
取
縦
一
千
五

百
円
マ
会
場
荒
井
詮
動
車
学
校
花
水
校

マ
時
間
匂
前
九
隊
一
ニ
十
分
一
一
時

早f
 
v
B程

4
向月刊叫百、

5
月
幻
自
、

6
月
H
呂、

7
月
5
日

紛
い
合
わ
せ
、
申
巴
L
込
4
は
、
二

輪
安
全
普
笈
金
木
村
〈
電
話
幻
i
六

2
5
へ。

マ
パ
ス
健
協
所
名
郡
鐙
箇
入
口

マ
東
り
場
駅
北
口
パ
ス
倍
演
所
八

番
録
中
沢
栃
続
出
土
井
町

q行
ま
た

は
二
番
組
井
め
口
経
由
大
紫
野
駆
け

〈
料
金
大
人
二
百
八
十
肉
、
小
人
百

四
十
円
)
と
も
し
ぴ
の

集
い
を
開
く

と
も
し
び
通
羽
は
、
思
い
や
り
の

心
の
灯
を
択
か
ら
次
へ

ι点
じ
、
み

ん
な
の
心
に
思
い
や
り
の
灯
を
燃
や

し
て
、
明
る
い
神
帝
川
県
に
す
る
た

め
に
超
級
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ

と
し
は
さ
ら
に
ζ
の
運
動
が
一
人
一

人
の
心
に
根
付
い
た
活
動
が
期
再
付
さ

れ
て
い
る
。

今
回
は
、
ポ
ラ

y
テ
ィ
マ
メ
筋
搭
と

し
て
、
み
ん
な
の
心
に
潟
い
と
や
さ

身
体
白
不
自
由
な
人
を
み
ん
な
の

力
で
白
馬
話
の
頂
上
へ
招
待
」
壬
っ

と
登
山
協
力
ボ
ラ

yテ
ィ
ア
の
碍
集

主
行
っ
て
い
る
@

マ
期
日

7
月
日
出
日
(
土
〉

1
開山首

〈日〉
マ
自
的
地
必
ア
ル
プ
ス
白
馬
両
由

鮮
レ
い
こ
と
ほ
保
謹
謀
庶
話
係

(
包
括
m
l
一
一
一
一
内
融
一
二

O
)
へ。

二
輪
車
安
全
智
笈
協
金
で
は
、
原

付
自
転
車
興
一
枝
講
寝
仲
立
を
募
集
し
で

い
る
e

ζ

の
講
習
会
は
、
原
付
句
転
車
の

お
彼
躍
に
+
喜
一
運
麗
へ
護
審
吉
ぶ
れ

る
方
の
た
め
に
、
例
年
や
と
お
り
臨

時
四
バ
ス
停
留
所
が
設
け
ら
れ
る
。

マ
期
間

3
h月
間
日
か
ら
3
月
M
日

犬
を
品
開
っ

て
い
る
留
さ
ん
に
ζ
の
伽
遣
い
が
ほ

し
い
と
一
思
い
ま
し
た
e

市
や
保
健
所
で
、
犬
を
濁
っ
て
い

る
人
に
指
弾
お
脚
力
空
読
め
た
ら
、

も
っ
と
住
み
よ
い
瀕
境
づ
く
D
が
で

き
る
む
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
a

A
都
鍛
大
庭
文
之
認
氏
V

に
は
、
飼
い
主
由
守
る
べ
き
事
項
者
な
部
で
貴
注
空
持
つ
己
と
で
は
な
い
認
し
て
ほ
し
い
と
患
い
ま
す
。

犬
四
ふ
ん
の
処
湿
な
菰
古
た
パ
Y
ア
レ
ッ
ト
を
設
し
て
い
で
し
ょ

pmv.

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
は
、
ま
ず

ま

す

。

犬

を

通

勤

古

せ

る

皆

さ

ん

に

は

、

情

人

に

地

磁

を

か

け

な

い

ι
pあ
ら

し
が
レ
、
動
物
均
年
続
う
以
上
は
、
ふ
ん
伊
都
}
返
す
る
ζ

と
か
ら
、
「
包
賠
や
ふ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

動
物
の
虐
性
や
生
珂
を
理
解
す
る
に
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
曹
れ

A
地
域
づ
く
り
議
V

と
は
辛
口
苧
ん
の
と
と
、
い
ろ
い
ろ
い
仁
旨
φ
フ
」
と
い
っ
乙
と
b
q再
確

文芸講演会
むと をき 3 !l2BB (土〉午桂2時~

0ところ擢審公民誼・

・テーマ 富夫人とヒューマエズム

。講鏑東海大学教授村瀬真夜夫si

担当社会教育課成人教育係

し
い
心
を
脅
て
る
乙
と
を
ね
ら
い
と

し
て
、
フ
ル
ー
ト
揮
者
と
ボ
ラ

y
テ

ィ
ア
と
い
う
ζ
と
で
、
次
の
と
お
り

と
も
し
び
の
聾
い
か
γ
品開〈。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
、
福
誌
L
関

心
由
あ
る
方
、
昔
揮
を
識
し
む
方
、

阜
め
に
お
出
か
け
を
。

マ
日
時

3
月
目
白
(
火
〉
ロ
時
お

丹
開
場
、
午
桂
一
一
一
時
ま
や
。

マ
場
所
平
塩
商
工
非
議
所
一
一
商
工
〈

ホ
i
ル

マ
講
師
と
康
一
語
新
日
本
フ
ィ
ル
ハ

ー
モ
ニ
ー
i

主
席
プ
ル
ト
害
者
陣

岸
壮
一
民

国
民
年
金
保
険
料
第
四
期
分
〈
一

月
i
一
一
一
月
)
白
納
付
期
間
限
は
一
一
一
月
三

十
一
日
ま
で
。

保
験
料
を
腕
仇
ZKれ
る
と
、
事
故

な
ど
あ
っ
た
崩
合
、
障
害
寄
金
や
母

子
年
金
が
受
け
b
れ
な
い

ιと
が
あ

る
。
ま
た
、
保
険
料
ヂ
約
め
忘
れ
の

ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
時
来
老
齢
年

金
を
畳
け
ら
れ
な
い
己
と
も
あ
る
。

保
股
斜
は
、
必
ず
納
付
期
限
内
に

納
め
る
よ
1
2に
し
よ
吉
。

あ
た
た
か

wdb議

と
こ
ろ
ノ

/
L翻

(
敬
称
略
)

マ
社
合
描
祉
へ
・
コ
コ
ロ
一
万
」

千
二
十
五
円
、
印
ひ
ら
つ
か
市
民
主

実
行
書
員
会
五
万
一
千
円
、
高
制

烈
蛙
ニ
千
六
討
ニ
十
向
、
東
原

五
千
五
百
円
、
既
名
一
方
向
、
穴

通
安
全
協
会
金
田
宮
部
二
万
五
平

五
百
円
、
幼
犯
協
会
金
閉
支
部
一

千
円
、
金
笥
寸
供
育
部
品
三
千
市

金
田
青
年
回
二
千
二
百
七
仁

丹
、
金
田
料
盤
ク
ラ
ブ
ご
千
円
、

大
東
化
学
K
E製
造
索
一
一
…
誠
一
同

七
千
三
百
二
十
九
月
罵
府
八
開

閉
千
円
、
石
田
橿
之
助
五
手
円
、

一
市
民
二
千
円
、
一
一
一
島
神
社
茶
判

教
室
二
万
二
千
五
百
七
十
二
円
、

大
久
保
謡
孝
一
一
平
丹
、
神
高
中
間

事
労
間
組
合
吉
一
万
四
千
四
百
四
ム

八
円
、

T
Y

一
千
円
、
与
一
み
y

し
保
拝
金
五
千
二
百
円
、

E
K吋

ズ
キ
ヤ
一
一
一
千
一
一
一
十
八
円
、
相
模
尉

子
四
平
向
、
匿
名
八
百
八
J
t
r

丹
、
詠
歌
謡
須
賀
支
部
二
万
円
、

山
口
平
八
二
千
円

輔

v
明
主
か
れ
な
い
〈
児
〉
方
へ
。
日
開
館

車
体
五
五
臼
盈
努
組
青
年
部
議
二
製

造
部
二
万
二
千
円
、
二
市
民
五

万
円
、
中
間
信
用
金
盟
四
之
宮
支
居

職
員
一
間
六
千
六
百
九
十
三
円
、

つ
も
る
会
落
合
五
千
円
、
石
山
久

子
ロ
一
万
円

wv
心
身
離
種
(
兇
)
者
へ
・
絞
名

十
万
円
、
住
友
重
機
槻
労
働
組
合

四
万
円
、
平
塚
崎
町
苑
幼
稚
間
関
児
一

同
一
万
九
千
百
二
十
円
、
尾
ヒ
芳

夫
三
千
円
、
土
屋
小
学
校
六
年
二

組
二
千
円
、
平
境
Y
W
C
A
二

万
円
wv
交
通
遺
児
へ
・
岩
脇
邦
夫

円

犬@ねここ
眠動物保謹!ZYターでは、捨て犬、捨てね
ζによるのら犬、自らねζの増加と、犬ねζ

によるむ留を紡ぐため、今回も次白日程でい

らなくなった犬、ねζ の巡回収容を行う e

当日、犬を出される方は f印かんJ f犬の
鉱札J r注射栴票J f愛犬手胡Jそ持罫のう
え会場へお出かけを。なお、収容期む停留時

間は、 10分間1.また、むとは蹄袋か夕、ンボー

ル箱』こ入れていただきたい。

!l4怒(こと〕 ヰ耳打怒(土〉
9 ; 00 神間公民館 9 00 松原公民館
9 も 25 大野公民館 9 ; 20 須賀公民鉛

9 ; 50 盟国公民館 9 40 花木公民館
10; 10 掛山公民館 10; 00 菖士見公民館

!o 30 金fil公民館 10; 30 中限公民館
10; 5日間持公民館 10:55 路公E号館
11;10 金目公民tri':l 11 15 吉沢公民館

i滋宮
な~、周りー丈三尺品。又、出の者

樹、周Pー丈一尺生あ!J.供所。

二五門。別当等党院、鶴端LUf;li;事
智寺と号す。供情光溜坊j

八輔大門田入口にあった銅鳥居

は、大正12年の関東大掛鑓によっ

て倒れ、その時に、拝殿前む混在

所に帯されだ， lllJ主主の等党涜と時

閣の光内坊は、八冊大門と厚木造

の間にあった。帯党院は、維新後

盟寺になり、光Fl坊は、そむ名跡

を継いで鶴器山等質臨光円寺と号

し、現在、立野町に移っている。

境内白南侭は、細長い京国とな

っていて、そとにあかし111が流れ、

小揺が架けられていた， fあかしj

は明石町の語掠であるa

出必八宇昭、弁天に東の油、愛

罫毛並立西の池の島に、昔のまま把ら

れ、若宮 αニ徳天皇〉神1JIl(天熊
大神・事代主命徳11濠車〉諏訪

〈建網名;方命〉の3社は拝殿に向

って右側にま主び、第六天・浅間荒

神・稲荷は、西書道に沿って犯ら

れている.

棋大内は、鶴田松に通ずる混』こ

鋭意、 ιの選は、海辺日こまで逮し
ていた.

(文輯白井弘〉出おたず拍!立市

史綴吉ん膿へ (31-0429)

平塚八
平塩駅付近む高閣建築の屋上か

ら、北方をながめると、闘に入る

のは、平塩八構留の轟であるα

神木だった松も棋も枯れてしま

った現夜、松・措・樟をはじめ、

森田木々には、格別大きいとか古

いとかいうもりはないが、 2誌に

及ぶ境問者埋め、本宮以下、散手

〈白建造物をおし包んで、千古田

気を醸し、付近由大建聾鞠をE王倒

し、また、I!!Tには、務ち着きと美

しさを与えている a

脅からすると、ま見槙は鯖少して

いるが、それでも、 ζれに匹敵す

る規高自社寺は、市内にない。

昔巴規模について、新調相模風

土記稿は次のむとく記している。

「社地のさま、東海道往還北側に

鍛鳥居 F鵠謀山と隠すJあD。ζ

れより大門にして、百七十間ばか

D入 Dて小揖を渡!J、又、少しく

行さきて拍車 D、そ~揖おを東:r，

cιに二王門建て!J， ζ れを入D
少しばか~のお階を登りて社前に

宝亘る。時殿ー拝殿等あEフ。又、東

楳道南関見こ棋大内と唱ふるあ!J、

長さ八十二滞金Jf銭楼。東照宮.

宋社、若宮八幡・神明天神・

諏訪・弁天・5霊染・第六天・浅関

荒神・客人・稲荷こ。松樹、神木

も
か
な
り
限
ら
れ
て
い
る
と
と
に

気
が
つ
き
ま
し
骨
、

な
ぜ
A
A君
は
こ
ん
な
手
に
な
っ

て
」
本
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

A
君
は
生
ま
れ
つ
き
お
と
な
し
い

子
だ
っ
た
の
百
し
よ
う
。

お
と
な
し
い
赤
ち
ゃ
ん
と
い
う
の

は
自
分
か
ら
出
す
す
イ
ン
も
大
変

弱
い
も
の
で
す
。
お
由
さ
ん
は
お

先
ち
ゃ
ん
に
ば
か
り
気
を
と
ら

一
一
一
五
鵠
の
A
君
は
界
ち
ゃ
ん
白
時
れ
、
A
窓
が
お
母
さ
ん
に
向
け
て

か
ら
大
変
お
と
な
し
く
、
お
腹
吉
一
生
懸
命
出
し
亡
い
た
ず
イ
y
を

え
一
杯
な
ら
い
つ
も
均
等
仇
く
一
見
の
が
し
て
し
ま
っ
て
い
た
よ
う

人
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
で
す
e

お
と
な
し
い
A
着
付
色
分

二
親
半
ち
が
い
の
古
見
ち
ゃ
ん
は
の
出
し
た
す
イ
Y
に
与
え
て
も
6

い
た
ず
ら
が
激
し
く
、
お
母
さ
ん
え
な
い
ま
ま
に
、
一
人
で
遊
ぶ
来

由
比
惑
は
常
に
お
凡
ち
ゃ
ん
に
は

;ν
去
を
見
つ
け
た
の
か
も
し
れ
ま

か
b
い
っ
て
J
Y示
い
手
レ
た
。
せ
ん
。
一
人
一
で
濯
ん
で
い
る
分
に

お
母
さ
ん
は
お
九
ち
ゃ
ん

γキ
か
は
、
相
手
を
し

τ'¥れ
る
人
ち
必

か
か
る
分
A
告
訴
お
と
ヱ
ニ
二
一
筆
要
な
い
し
、
人
と
の
交

一一r
一
一
一
戸
γ
転、

な
し
い
白
で
ほ
っ
と
し
や
や
ノ
一
一
九
電
何
控
L
使
う
…
一
一
日
曜
も
い
ら

で
い
ま
し
た
。
岬
円

vh
ヲ
f
A脚
な
い
わ
け
で
す
。

お
兄
ち
ゃ
ん
が
幼
稚
一
一
一
円
戸
平
信

ζ
う
し
で
だ
ん
だ
ん

間
へ
行
く
よ
う
仁
苦
一
二
一
~
詩
人
に
閥
、
{
お
子
い
子

会

主

人

存

星

探

尋

誌

に

な

っ

て

い

っ

た

の

で

活
が
始
ま
っ
て
、
ど
っ
一
一
千
『
二
詳
し
よ
う
。

も
A
討
が
お
兄
ち
ゃ
ん
と
ち
が
一
っ
と
の
よ
う
に
詰
誕
の
宛
迭
の
逝

ιと
に
片
岡
が
つ
き
ま
し
丹
、

h
l
r
T

の
な
か
に
は
、
昨
ら
ゃ
ん
時

A
訟
は
そ
沼
L
お
母
さ
ん
か
い
て
代
と
て
も
お
と
な
し
か
っ
た
と
い

も
あ
ま
り
お
母
さ
ん
に
関
心
主
市
三
十
が
接
外
多
い
も
の
で
す
a

お

芦
子
、
い
つ
も
…
人
で
日
制
引
で
と
な
し
く
ず
キ
が
か
か
ら
な
い
と

遊
ん
で
い
ま
す
a

お
ほ
さ
ん
が
A

い
う
ホ
ち
お
ん
も
す
イ
ン
を
出
し

む
に
戸
を
か
け
て
も
知
ら
ん
間
で
て
い
る
と
と
に

η怠
を
し
て
下
さ

ヲ
。
そ
し
て
、

A討
が
訴
す
じ
拡
い
固

守巡回日程 3月四日(木)1α時~121時タロコ

E製作所・ 13時~15時三和ケミカノレ/3 月23B ( 
j~) 1己時 ~o12時間製作所・ 13時~15時モダン

プラスチァク/4月 4(3 (土〉制時~12時三洋
電措/4月6日〈月) 1α時~15f時半パイロット
J17日(ゾく) 10時~l関与東京穏力/4 月11 臼

亡ゴ二〉問時~15時 紅谷町南平前 Cなでしとライ
オYズクラブコ

~-ーご協力品りがとうございましたー~­

江南高密224本、梅園前81京、 自揮ユニバーサル
36本、住友重量櫨44本、田村地区自治会85本、岡崎

地区84本、ローターアタトクラブ76本、殿内立三葉
86本、不二軍66車、平車生霞i通152本

絡設使用料

・結婚式場 μ …" ・ φ 2曾αR耳丹
・披露事会場 46人以下..........2.2ぬ向
。，，66人以下 ...， 2，5αpl 

挺問い合わぜは市民センター事務溺電話(32)2235へe
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